
第１４回 青梅市公共交通協議会 

基本計画推進状況について

１．市広報紙による公共交通の利用促進について 

２．地域公共交通改善制度について 

３．成木地区公共交通検討委員会の取組について 

参考１ 平成 27 年度における路線バスの運行 

参考２ 青梅市公共交通基本計画の概要 

参考３ 改正地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の概要 

平成２６年１０月２９日 

資料３ 
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１．市広報紙による公共交通の利用促進について 

「広報おうめ」平成 2６年３月 1日号（51,500 部印刷発行） 

「広報おうめ」平成 2６年３月 1５日号（51,500 部印刷発行） 
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「広報おうめ」平成 2６年６月 1５日号（50,200 部印刷発行） 

「広報おうめ」平成 2６年８月 1日号（50,200 部印刷発行） 
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２．地域公共交通改善制度について 

公共交通が不便な地域の改善を図るため、市民等が主体となって地域のニーズに適した新

たな交通の導入などを検討する場合に、市が技術的な事項などについて支援する制度を、平

成２６年度から開始した。 

（１）周知の状況 

・市広報紙「広報おうめ」にて記事掲載 

・市ホームページに事業内容をアップ 

・周知チラシ２００部を市民センターなど市施設に配置 

「広報おうめ」平成 2６年６月 1日号（51,500 部印刷発行） 

（２）地域組織の設置状況 

・成木地区公共交通検討委員会（第１回会議・平成２６年５月２７日） 
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３．成木地区公共交通検討委員会の取組について 

成木地区においては、地区内の公共交通である都バス梅７６・梅７４系統が、本年４月より減

便となった。このため、地域への影響把握や今後の対策等の検討を図るため、「地域住民によ

る地域公共交通改善の手引き」（昨年度青梅市公共交通協議会で議論した地域公共交通改善

制度の支援マニュアル）にもとづき、成木地区公共交通検討委員会を発足した。検討状況は次

のとおりである。 

参考 梅７６・梅７４系統の運行本数 

梅７６ 

（上成木発） 

梅７４ 

（成木市民センター発）

平成２６年３月まで ９本/日 ２１本/日 

平成２６年４月から ５本/日 １９本/日 

（１）構成メンバー 

成木地区自治会長ら１０名 

（２）取組状況 

 第１回（平成２６年５月２７日） 

青梅市における公共交通の現状 

地域公共交通改善制度について 

成木地区における地域公共交通の現状・課題について 

成木地区における地域公共交通の改善策について 

 第２回（平成２６年６月１７日） 

「成木地区の交通に関するアンケート」の実施について 

地域公共交通の運行形態等について 

 「成木地区の交通に関するアンケート」の実施（平成２６年７月１日～７月２７日） 

各自治会を通じて、世帯ごとに世帯人数分を配布・回収 

 第３回（平成２６年８月２６日） 

「成木地区の交通に関するアンケート」の結果について 

成木地区における地域公共交通の運行形態等について 

 第４回（平成２６年１０月６日） 

成木地区における地域公共交通の今後の方向性について 
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（３）「成木地区の交通に関するアンケート」の概要 

① 配布回収結果 

 アンケートの配布数は 1,724 人※で、回収数が 1,129 票だったことから、回収率は 65.5％とな

った。（※アンケートは、成木地区の居住者全員に配布したものとする。ただし、５歳未満の乳

幼児と特養等施設居住者は除く。） 

 回答いただいた方のお住まい、年齢、自動車の利用環境は以下のとおりである。 

622

155

201

92

59

0 100 200 300 400 500 600 700

1）自分専用の自動車を持っている

2）家族共用の自動車があり自分で使え
る

3）自動車は運転できないが、同乗や送
迎をしてもらえる

4）自動車や送迎はない

無回答

（人）
⑤自動車の所有自動車の利用環境

193

231

196

68

110

73

122

136

0 50 100 150 200 250

1）成木１丁目

2）成木２丁目

3）成木３丁目

4）成木４丁目

5）成木５丁目

6）成木６丁目

7）成木７丁目

8）成木８丁目

（人）
①お住まいお住まい

17

62

147

344

280

213

66

0 50 100 150 200 250 300 350 400

1）14歳以下

2）15～22歳

3）23～44歳

4）45～64歳

5）65～74歳

6）75歳以上

無回答

（人）②年齢年齢



6 

② 成木地区居住者のふだんの交通行動について 

 成木地区居住者の６９％はふだん市内に出かけている。 

 市内でふだんよく行くところは、河辺町や東青梅、新町が多くなっている。 

 河辺町や新町は、買物目的で行く人が多くなっているが、東青梅は総合病院へ行く人が多

いことから、病院目的の人が多くなっている。 

 各行先とも自動車の割合が大きくなっているが、既存のバス路線があるところについては、バ

スの利用がみられる。 

 その場所へ行く目的で、買物や病院目的の割合が大きい行先については、行く頻度は週１

～２回以下の割合が大きくなっている。 

上位５箇所の交通行動の内容 

市外のみ, 
18%

市内のみ, 
41%

市内・市外両

方, 28%

無回答, 13%

①ふだんよく行くところはどこですか

232

177

122

45

42

35

27

23

15

14

13

13

12

11

10

0 50 100 150 200 250

河辺町

東青梅

新町

成木

野上町

今寺

小曾木

青梅駅周辺

今井

千ヶ瀬町

師岡町

森下町

長淵

大門

梅郷

（人）

市内 行く人のうちの行先

ふだんよく行くところはどこですか

ふだん市内へ行く人の行先

※１０人未満省略 

5%

3%

9%

27%

5%

61%

18%

66%

0%

86%

15%

44%

13%

29%

5%

6%

23%

5%

16%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

河辺町

東青梅

新町

成木

野上町

行先別の目的

1）通勤 2）通学 3）業務 4）買物 5）病院 6）その他 無回答

その場所へ行く目的

19%

23%

5%

18%

5%

57%

40%

83%

49%

81%

11%

13%

9%

13%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

河辺町

東青梅

新町

成木

野上町

1）バス 2）タクシー 3）自動車（運転）

4）自動車（送迎） 5）バイク 6）自転車

7）徒歩 無回答

その場所へ行く交通手段

8%

12%

7%

42%

5%

18%

9%

8%

11%

19%

41%

26%

44%

13%

60%

31%

45%

38%

33%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

河辺町

東青梅

新町

成木

野上町

1）週５日以上 2）週３～４日 3）週１～２日

4）月数回以下 無回答

その場所へ行く頻度
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③ 都営バスの減便による影響と対応について 

 自動車が利用できる人は、減便があっても特に問題がない割合が大きく、バス以外に交通手

段がない人ほど、買物や病院に行きづらくなっていることがうかがわれる。 

 この対応として、学校、病院、買物へ行く人は、送迎や同乗を頼むようになった人が多くなっ

ている。 

④ 成木地区における公共交通の必要性について 

 自動車が利用できる人は公共交通の強い必要性を感じる割合が低く、バス以外に交通手段

がない人ほど、公共交通の必要性を感じている。 

34%

28%

17%

21%

13%

19%

20%

16%

3%

5%

7%

6%

8%

7%

20%

52%

44%

38%

34%

17%

32%

20%

17%

15%

26%

19%

5%

16%

0%

0%

1%

2%

8%

4%

3%

7%

0%

8%

3%

10%

34%

13%

2%

0%

10%

3%

10%

13%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2）通勤時間と合わなく
なった

3）学校の時間と合わな
くなった

4）病院に行きづらく
なった

5）買物に行きづらく
なった

6）病院・買物に行きづ
らくなった（複数）

7）その他

合計(2-7)

66%

51%

38%

20%

53%

4%

5%

3%

7%

4%

1%

4%

8%

2%

3%

5%

8%

14%

20%

8%

3%

6%

8%

12%

5%

2%

5%

11%

28%

7%

9%

15%

6%

10%

9%

11%

6%

11%

2%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1）自分専用の自動車を
持っている

2）家族共用の自動車が
あり自分で使える

3）自動車は運転できな
いが、同乗や送迎をし

てもらえる

4）自動車や送迎はない

合計

1）特に問題はない
2）通勤時間と合わなくなった
3）学校の時間と合わなくなった
4）病院に行きづらくなった
5）買物に行きづらくなった
6）病院・買物に行きづらくなった（複数）
7）その他
無回答

1）特に何もしていない（不便だが我慢している）

2）交通手段を変更した

3）送迎や同乗を頼むようになった

4）行動する時間を変更した

5）手段変更、送迎同乗、時間変更（複数）

6）その他

無回答

減便によりどのような影響がありましたか それに対してどのようにしましたか

17%

29%

50%

79%

30%

29%

34%

25%

11%

28%

40%

25%

4%

1%

27%

9%

10%

9%

4%

9%

1%

0%

2%

0%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1）自分専用の自動車を持って
いる

2）家族共用の自動車があり自
分で使える

3）自動車は運転できないが、
同乗や送迎をしてもらえる

4）自動車や送迎はない

合計1）自分や家族の日常生活には、なくてはならない交通手段である

2）普段は利用していないが、たまに必要なときにないと困る

3）現在は必要ないが、将来自動車を運転できなくなったときにないと困る

4）自分の世帯には直接必要ないが、自動車のない人には必要である

5）あまり必要性を感じない

無回答

成木地区において公共交通は 

必要だと思いますか 
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⑤ 今後、利用したいと思う公共交通について 

 運行が望まれる場所・施設は、東青梅、河辺町が多くなっている。 

 利用目的は、買物や病院が多くなっているが、通勤や通学もみられる。 

 運賃は、現在の都営バスと同程度が望まれている。 

 運行頻度は、朝昼夕に２本～１時間に１本程度の頻度が望まれている。 

446

365

121

98

72

36

25

0 100 200 300 400 500

東青梅

河辺町

青梅駅周辺

市立総合病院

飯能駅

成木

小作駅

（人）
運行が望まれる場所・施設

※１０人未満省略 

運行が望まれる場所・施設

173

107

51

605

561

68

0 200 400 600 800

通勤

通学

業務

買物

病院

その他

（人）
利用目的利用目的

137

589

153

250

0 200 400 600 800

現在の都営バスより安い運賃

現在の都営バスと同程度の運賃

現在の都営バスより便利なら、現在の都

営バスより高くても構わない

無回答

（人）支払いが可能な運賃の限度支払いが可能な運賃の限度

88

285

396

127

233

0 100 200 300 400 500

最低限、朝、昼、夕に１本ずつ程度

最低限、朝、昼、夕に２本ずつ程度

１時間に１本程度

１時間に２本程度

無回答

（人）希望する運行頻度希望する運行頻度
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○ 平成 27 年度における都バスの運行について 

平成 26年度をもって東京都交通局との運行にかかる協定期間が終了することから、平成 27 年

度における都バス路線の運行について、平成 26年 4 月 28 日に梅７０沿線自治体とともに担当部

課長会を開催するなど、東京都交通局と協議を進めている。 

○ 平成 27 年度における西東京バスの運行について 

明星大学は平成 26 年度に造形芸術学部を改組し日野キャンパスにデザイン学部を開設した。

また、平成 27年度からすべての造形芸術学部の学生が日野キャンパスで受講することから、西東

京バス河13などの路線について、平成27年度以降の運行について、西東京バスと協議を進めて

いる。 

参考１ 平成 27 年度における路線バスの運行について
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参考２ 青梅市公共交通基本計画の概要 
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参考３ 改正地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の概要

※ 平成 26 年 5月 21 日法公布 


